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問題 y = x と x = 1 および x 軸に囲まれた部分の x 軸の周りでの回転体を考える。この回転体は底面の半

径 ア ，高さ イ の円錐になる。ここで回転体の体積をあたえる積分の被積分関数は各 x の値におけ

る x 軸に垂直な面によるこの円錐の切り口の面積になっている。点 A(1; 0) を通る直線 y = ¡x + 1 は，点

B& ウ

エ
;

オ

カ
>で y = xと交わる。AB = E キ

ク
となり，a = ABとおく。ここで，線分 AB上

の点 C に対して，t = ACとおく。Cを通り ABに垂直な直線の x軸との交点を D，x = 1との交点を Eとする。

ここで，線分 DE と x = 1および x軸に囲まれた部分 Tの x軸の周りでの回転体を考える。この回転体の側面積

は tの関数として ケ
E

コ ¼t2 と表される。この関数を 0から aまで積分すると
サ

シ
¼となる。

次に，直線 y = x および円 x2 + y2 = 2 と x 軸によって囲まれた扇形の x 軸の周りでの回転体 V の体積は

スセ + ソ
E

タ

チ
¼である。球の体積の公式を半径 rの関数として微分すると表面積となる。このこ

とに注意すると，この Vの表面積は $ ツ ¡

E

テ <¼となる。
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